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課題研究報告

デ ィ ネ ー
タ ーとの 継続的か つ 呼吸の あ っ

た 連け い があ っ た こ と， 3）比較の た め の

ア ドホ ッ ク な霙証 が東京大学 を中心 に精

力的 に 進め られ た こ と， な どが挙げ られ

よ う。 と くに 最後 の点に つ い て は ， こ の

時点で ， 橋本 ・秋永両氏の報告の 基礎 に

な っ た調査報告の 全貌が ， 藤 田英典氏を

中心 に し て公刊 された こ とを喜び た い 。

ご一
読を お薦 あす る 。 「文化の 階層性 と

文化的再生産」（『東京 大学教育学部紀要』

第27巻 ， 1987年 ， PP ．　52〜 89）がそれ で

あ り， 執筆者 は藤 田 ・宮島 ・秋永 ・橋本
・志水宏吉の 各氏 で ある 。 さい ごに ， 文

化 的再生産論 の 検討を さ らに 継続 した い

とい うの が関係者
一

同の 感懐 で あ っ た

が ， 今後い っ そ うの 批判的検討が加 えら

れ る ならば ， さ らに 稔 り豊か な展望が獲

得で きるで あろ うこ とを期待 した い 。

（田原音和）
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　魅力的な テ ーマ で あ っ て も， ま だ十

分 ， 手が つ け られて い ない 研究分野があ

る 。 62年度 に は じめ て課 題研 究 として と

りあげられ た 「都市空間 と子 ども」 もそ

の
一つ で あ る 。

　そ うな っ て い る理 曲 こ は ，
い くつ か の

もの が あげ られ よ う。 そ の
一

つ は ，や は

り，「都市」の 大 きさ ， 複雑 さ ， 変化の 速

さ が 未だ に 使い なれた ， 手頃 な概念的枠

組み や道具 を十分に 発達 させ て い ない こ

とに よ る と思 う。　「都市 社会学」 の 講義

は あ っ て も ， 講義 され て い る 内容 と都市

の 現実 との 間 に は ， 常に 無視で きない 幅

の 溝が あ り， その 間隔は 近年に至 っ て も

縮 ま っ て は い な い
。

一方， こ の 都市 社会

学 の 「お くれ 」 に 対 して 不満 の ある人た

ち は ， 都市社会の 新 し い 変化 を観察 し ，

時に は参加 し て
， そ の 経験を リポ ー トす

る 。 こ の リポ ー ト記事は ， た とえ興味深

い もの で あ っ て も， 断片的 ， 表面的で ，

研究 者の 研究 心 を満足 させ て くれ る もの

で は ない
。 こ うして 都市 の 問題 は ， 研究

者が らか つ に は 手を 出せ ない
， それ で い

て 関心 の 深 い 課 題 とな っ て い る の で あ

る 。

　第 2 に ， こ の よ うな状況の もとで ， 新

しい 研究 （調査）方法 へ の 関心 が高ま っ

て きて い る 。
K ．　Lynch の lmage 　of 　the

City （1960）は ，都市景観 と都市空間の

研究に ， 画期的な影響を与 えた が ， そ の

影響力は ， こ の 本で 提供 され た 諸概念だ

けで な く， 方法の 新 し さ も あ っ た と思

う。
Lynch の影響 は ， さ らに 淵 っ て

，

Koffka の
“ behavior　 environment

”

，

Von 　Uexkull の
“ Urnwelt ”

，また Lewin

の
“1ife　space ”

の よ うな
“

古典的
”

な諸

概念の 再発見 と積極 的な利用 がみ られ る

よ うに な っ た 。 これ らの 変 化 は ， 建築

学，景観工 学 ， 地 理 学な どの 理 工 系諸科

学 に 顕 著で ， こ れ らの 研究分野 が急速に

社会科学 に接近 して きた の で あ る 。 　 （た

とえば ， 地理学 出 身 の Roger　Hart の

Childγen ，

s　ExPerience　of 　Place （1979））
　「都市空間 と子 ど も」 とい うテ

ーマ が ，
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教育社会学会の 課題研究 として 設 定 され
た 背景 は以上 の よ うな現状 と学際的な研

究動 向に触発された もの と考え る 。

　平 田氏 は 「高層集合住宅 に お け る子 ど

もの 生活」 に つ い て 発表 した 。

　 こ の 研 究 は 1977〜 78年 に か け て ， 横浜

市 と川 崎市の 高層住宅団地 ， 3地 点 で 母

親 とその 子 ども （1，5歳か ら小学校 未 満

まで の 幼児）を対象とした 生活時間調査
の 結果 に も とつ い て い る。

　 まず，子 どもの 1 日 の平均外遊び時間

量が高層居住の 子 どもの 方が低層の 子 ど

もよ り も短 い （15分） こ とを 明 らか に し

た 。 また
， 子 どもが 1 人 で 外出 で き る能

力を獲得す る時期に 高低差 （低 層で 3歳

まで ， 高層で 4 歳まで に 80％が獲得）が

あ り，母 親か らの 自立能力の 獲得時期に

つ い て も高低差 （低層 3．2歳 ， 高層3．7歳
で 80％が獲得）が あ る こ とを指摘 した 。

さ らに ，遊び 場 の 安全 性 に 対す る不 安が

母親 の 関心 に な っ て お り， 安全 な空 間が

高層住宅 内に用意 され る こ との 重要性を

指摘 した が ， 他方で は ，
こ の よ うな空 間

（例 えぽ住棟内 の 遊び 場）が実際に は 子

どもた ち に よ っ て 利用され ない 傾向があ

る こ とを示 し て ， 居住環境 の 中に 子 ど も

に と っ て
， 意味 の あ る （meaningful ）な

空 間を作 り出すこ とが重要な課題で ある

と提起 した 。

　梶 島氏 は ，建築学を専攻 とし て い るが ，

「子 どもの 眼に 写 る都市一 イ メ
ージ ・

マ
ッ プ に み る地 域 イ メ ージ　　」 に つ い

て報告 した
。

　 こ の 研 究 は ， 東京都江東区 の 小学 6 年

生を対象 とした イ メ ージ ・マ ッ プ 調査 と

新潟県塩沢町 で の 同様の 調査 との比 較研

究 とな っ て い る 。 そ の 結果 ， 都市の 子 ど

もは ， イ メ
ージ 領域の 広が りが狭 く， そ

れ は ， 子 ど もの 経験 ， 行動範囲の 狭 さを

示 す 。 しか し イ メ
ー

ジ ・エ レ メ ン トの 数

は両 地域 で 似通 っ て お り， 領域 の 狭 さを

考 える と， イ メ
ージ密度は 濃 い と 言 え

る 。 そ の 他 ， 都市の 子 どもに 特徴的 なご

ととし て ， 高層住宅 の 上か ら見た ままの

バ ー ド ・ア イ に よる地域 イ メ
ー

ジ がみ ら

れ る 。 また 都市 の 子 ど もの 描 くイ メ ージ

・マ
ッ プ で は ， イ メ ージ相互 の 共有性が

少 な く， 分断 された ま まに な っ て い る

が ， これは ， 子 どもの 地 域 イ メ
ージ に統

合性を与え うる小学校の 認識度が低 い た

め と指摘 して い る。 さ らに ， 都市の 子 ど

もは ， 自然 物 に 対す る認識が 田舎の 子 ど

もよ りも高い が
，

こ れ は ， 都市 に多い 無

機物が背景化 （グ ル ソ ト） し ， 希少 な自

然環境 が図 （フ ィ グ ール ） として 浮 き出
た 結果 で は ない か と指摘 した 。

　門脇氏は 「都市 の 風景 とヤ ン グ の 心象

風 景 」 に つ い て 報告 した 。

　 こ の 報告 は 二 つ の 点で 野心的 な もの で

あ っ た 。 第 1 に ， しぼ しば 断定的 ・否定

的 に 語 られやす い 現代の ヤ ソ グ （子 ど も

と若者）を ， かれ らの生 活空間で ある都

市 の 風 景の 中で ，そ の 心 象風景を直接的

に解読 しよ う とす る こ と で あ り， 第 2

に ， その た め の 方法 として
， 文字や数字

で は な く， 映像 その もの を 記号論的 に 解

読 しよ うとす る もの で ある 。 発表は ， 報

告者 自身が撮影 した 東京や ニ
ュ

ー
ヨ

ー
ク

の 都市 空間 ，ヤ ン グに好 まれ て い る映画

や劇 画 の シ ー ン の ス ラ イ ド化 した もの を

多数映写す る とい う斬新 な発表 手法 に よ

っ て 行われ た 。

　こ の こ とに よ っ て 門脇氏 は ，　 「都市砂

漠」 と も言 われ る今 日の 都市空間 も， ヤ

ン グ に と っ て は ， それが身近 な もの で あ

るか ぎり，
よ り親 しみ やすい もの で あ り，

自然物 の リ ア リテ ィ
ー

よ りも， 人工 物の

リ ア リ テ ィ
ーの 方が受け 入れ や すい もの

に な っ て い る の で は ない か と示 唆した
。

　以上 3人 の 報告は ， そ れ ぞれ ， 幼児を

対象 とす る生活時間調査 ， イ メ ージ ・マ

ッ プ調査 ， 文字や数字で な く映像その も

の を デ ータ とす る発表な ど ， そ れぞれ特

色 の ある調査方法を 駆使 した 新鮮 な報告

とな っ た 。

　 こ れ らの 報告 に対 し て ， 池 田 ， 亀 田両

氏か ら報告者 の 1 人 1人 に対 して 丁寧な

一 210一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


